
研究課題名 がんゲノム検査を行つた泌尿器悪性腫瘍患者の臨床的背景、変異プ

ロファイルおよび治療後の転帰を観察するレジストリー試験

研究期間 実施許可日 ～ 2035年 3月 31日
研究の対象 2019年 6月～ 2029年 12月の間に広島大学病院および共

同研究機関でがん遺伝子バネル検査が施行された 20歳以上の泌尿

器癌 (前立腺がん、膀:光がん、腎細胞がん)の憲者さん

研究の目的・ 方法 泌尿器がん (前立腺がん、騰肌がん、腎細胞がん)を含むがん治療

において、標準治療の最終ラインまで終了あるいは終了が見込まれ

る憲者さん|こ対するがん遺伝子パネル検査を用いたがんゲノム医

療が広<行われるようになり、これが提供される機会はますます増

えてくることが予測されます。一方で対象となる憲者さんの臨床的

背景と検査結果およびその後の経過についての矢□見はまだ少な<、

情報を蓄積しより良い治療体制の構築が望ましい状況です。本研究

では、がん遺伝子パネル検査により提供される治療を受けた憲者さ

んの長期経過を追跡し、治療効果に彩響しうる臨床因子や治療選択

にあたり有用な根拠を探索することを目的としています。

研究に用いる試料・

情報の種類

本研究では、診療により得られる情報 (年齢、性別、病歴、病理組

織学検査結果、エキスパー トパネルの報告書、提供された治療後の

経過)を集めます。追加検討項目として利用可能な残余の組織検体

を用いることがあります。

外部への試料・情報

の提供

本研究は以下の機関と共同で実施されます。各研究機関において氏

名や住所など個人を特定する情報を削り、代わりに研究用の番号を

つけどなたの情報か分からないようにします。このように加工され

た情報を、広島大学が運用する電子的データ収集システムに登録 し

ます。システムは研究者等限られた者 しかアクセスできません。収

集された情報をもとに広島大学で解析 します。

試料についても研究用の番号を付与 した状態で提供されます。

利用または提供を

開始する予定日

当院における実施許可日

(2024年 10月 2日～ )

個人情報の保護 試料・情報を使用・提供する前に、氏名・生年月日・住所等の特定

の1固人を識別できる記述を削除し代わりに研究用の番号を付け、ど

なたのものか分からないよう加工した上で使用・提供します。1固人

と連結させるための対応表は、各施設の研究責任者が保管・管理し

ます。

研究組織 研究代表者

広島大学大学院医系科学研究科腎泌尿器科学 教i受 日自信之

当院の研究責任者

広島市立北部医療センター安佐市民病院 )必尿器・前立腺・腎臓・



副腎外科  主任部長/副院長 三田 耕司

研究機関の長

広島市立北部医療センター安佐市民病院 病院長 永田 信二

共同研究機関

国立病院機構 呉医療センター・ 中国がんセンター 泌尿器科

部長 福岡 憲一郎

広島市立北部医療センター安佐市民病院 )必尿器・前立腺・腎臓 0

副腎外科  主任部長/副院長 三田 耕司

国立病院機構 東広島医療センター 泌尿器科

部長 望月 英樹

国立病院機構 福山医療センター )必尿器科

部長 長谷月1 泰久

J∧ 広島総含病院 )必尿器科

部長 力8藤 昌生

J∧ 尾道総含病院 )必尿器科

部長 角西 雄一

松山赤十字病院 泌尿器科

部長 矢野 明

その他 本研究において開示すべき利益相反はありません

研究への利用を辞

退する場合の連絡

先・ お問合せ先

研究に試料・情報が用いられることについて、研究の対象となる方

もし<はその代諾者のんにご了承いただけない場合は、研究対象と

しませんので下記の連絡先までお申し出ください。なお、お申し出

による不利益が生 じることはありません。ただ し、すでにこの研究

の結果が論文などで公表されている場合には、提供 していただいた

情報や試料に基づ<データを結果から取り除くことが出来ない場

合があります。なお公表される結果には、特定の個人が識別できる

情報は含まれません。

また、本研究に関するご質問等あれば下記連絡先までお問い含わせ

ください。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等の保護や

研究の独創性確保に支障がない範囲内で、研究計画書および関連書

類を閲覧することができますので、お申し出ください。

広島市立北部医療センター安佐市民病院 泌尿器・ 前立腺・ 腎臓・

副腎外科

担当者 :三田 耕司

〒7731-0293 広島県広島市安佐北区亀山南 1丁目 2-1

電話番号 :082-815-5211(代 表 )


